
2022 年 9 月 13 日 
シンポジウム『Ctrl+Z 忘れられる権利』合評会 企画書 

 
電子情報通信学会技術と社会・倫理研究会 

研究専門委員会 委員長 大谷卓史（吉備国際大学） 
 
 
企画趣旨 
 2021 年に翻訳が出版され話題を呼んだ『Ctrl+Z 忘れられる権利』の合評を通して、法学

者・倫理学者の間で、現代の技術と社会・倫理にかかわる重要課題に関する対話を試みる。 
 同書の訳者 2 名の法学者をお招きし、その内容を訳者の視点から紹介いただいたうえで、

情報倫理学に関心を有する倫理学者から同書の批判的検討をいただく。 
 「合評会」という形式で、新しい知見の紹介・検討を行う文化は、主に人文学において定

着している。上記書籍は 2021 年に翻訳出版されたものではあるが、その知見は依然古びて

はおらず、「忘れられる権利」をめぐっては現在も多くの分野で理念的・実践的検討が行わ

れている。本企画は、工学系学会の招待講演シンポジウムとして上記書籍の「合評会」を開

催することで、分野横断的な構成員と研究テーマを有する技術と社会・倫理研究会の特徴を

生かし、学際的知見の創出と普及を目指す。 
記 

（１）テーマ・タイトル：『Ctrl+Z 忘れられる権利』合評会 
（２）日時：2022 年 11 月 18 日（金）10 時～12 時 05 分 
（３）開催形態：オンライン開催（SITE 研究会招待演として実施）※１ 
（４）構成案（全体時間 125 分） 

10:00～10:05 趣旨説明 
10:05～10:30 加藤尚徳先生ご講演：『Ctrl+Z 忘れられる権利』について（１） 25 分 
10:30～10:55 藤井秀之先生ご講演：『Ctrl+Z 忘れられる権利』について（２） 25 分 

休憩 10 分 
11:05～11:30 壁谷彰慶先生ご講演：『Ctrl+Z 忘れられる権利』へのコメント 

：忘れられることの「情報倫理」 25 分 
11:30～12:00 パネルディスカッション 加藤先生・藤井先生・壁谷先生 30 分 
12:00～12:05 クロージング 5 分 

※本シンポジウムは無料一般公開いたします。また、録画収録しアーカイブ化します。 

※科研費基盤（A)「ポストトゥルースの時代における新しい情報リテラシーの学際的探求」（研究

代表：名古屋大学久木田水生准教授課題番号：19H00518）の助成を受ける予定です。 
※本研究会および、情報セキュリティ研究会、ライフインテリジェンスとオフィス情報シス

テム研究会(LOIS)研究会の合同研究会における招待講演シンポジウムといたします。 


